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Hp感染や NSAIDsに起因しない消化性潰瘍は最近増加傾向にあり、原因不明な

特発性潰瘍は新しい疾患概念として認識されつつある。一方、Hp 潰瘍患者のう

ち約 20％が除菌後に潰瘍再発を来すと報告されている。本セッションでは、HP

除菌後潰瘍、non-HP Helicobacter (NHPH)潰瘍症例も含め、わが国における Non 

Hp・non NSAIDの胃・十二指腸潰瘍症例を多数ご発表いただき、その特徴、病態、

治療法につき検討したい。 


